
お申し込み・お問い合わせ

●営業局営業部
〒980-8660 仙台市青葉区五橋1-2-28
TEL 022-211-1318　FAX 022-227-0923

●東京支社営業部
〒105-0004 東京都港区新橋5-13-1新橋菊栄ビル7Ｆ
TEL 03-6435-8401　FAX 03-6435-8406

●大阪支社営業部
〒541-0041 大阪市中央区北浜2-1-23
TEL 06-6227-1051　FAX 06-6227-1060
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賛同企業募集
企画書

2025年度

人と人がつながるカタチを描きました。

一人ひとりの支えあう気持ちが重なりあって、

もっと大きなチカラが生まれるといいな

という意味をこめて
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　気仙沼向洋高等学校旧校舎を襲った地震と津波の

爪痕を、当時そのままに展示公開している「気仙沼市東

日本大震災遺構・伝承館」。若い語り部を育成する拠点

にもなっており、現在、地元の中高生を中心に約80人が

登録しています。このツアーでは、震災前後に生まれた

語り部にガイドを依頼し、若者ならではの視点で考える

東日本大震災や防災の学びに触れます。

　震災後の2年間にわたる被害記録調査により、「リア

ス・アーク美術館」に新設された常設展示「東日本大震

災の記録と津波の災害史」。この企画を担当したのが

館長の山内宏泰さんです。山内さんは著作の中で、震

災のダメージで本来の機能を失ったモノを“被災物”と

呼び、被災した人の心情を物語る記憶の器として捉え

ています。また、“価値のないもの、つまらないもの”と

いう意味を持つ“ガレキ”を、被災地を語る言葉として

用いることにも疑問を呈しています。そんな山内さんの

ガイドで常設展を見学し、約500点もの資料や多角的な

視点から震災への考察を深めます。2021年、市内を一

望する高台に整備された気仙沼市復興祈念公園にも足

を運び、犠牲者の追悼と記憶の継承を願う思いに接し

ます。

若き語り部がガイドする「気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館」と
山内館長が案内するリアス・アーク美術館「東日本大震災の記録と津波の災害史」

次世代継承の現場に触れ、
津波被災物に学ぶツアー

賛同企業・一般参加プログラム1

地域の未来のために
河北新報社が考える復興支援プロジェクト

　「今できることプロジェクト」は、東日本大震災からの懸命な復旧・復興の取り

組みの中で「今、私たちにできることは何だろう？」という問いかけから2012年

に始動しました。

　これまで、多くの企業・団体の皆様、読者の皆様から共感をいただき、さま

ざまな活動を展開してまいりました。

　東日本大震災の発生から15年が経過する本年度は、被災地に寄り添って

伴走するプロジェクトの原点はそのままに、被災地域の今を見つめ直すこと

に注力。いつ起こるのか分からない災害への備えを学ぶプログラムにも取り

組みます。

　今年度、賛同企業・団体の皆様と新たに取り組むプログラムは、仙台市危機

管理局防災・減災部 減災推進課による都市型災害に備えるワークショッププロ

グラム。人口が密集する都市部での災害への対処、命を守るための心構えを

学ぶワークショップは2回の実施を予定しています。

　被災地視察バスツアーは11月に気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館と

リアス・アーク美術館を視察します。さらに、震災伝承、防災・減災活動の

「連携」「企画」「育成」を掲げ、被災3県で活動する（公社）3.11メモリアルネット

ワークとの共同事業として岩沼市と東松島市の視察ツアーを12月と2月に

実施。3.11メモリアルネットワークの知見を反映したツアーは、被災地域の

歩みと現状を学ぶ格好の機会になると考えます。

　東日本大震災を経験していない世代が増え、転勤や就職、進学などで震災

後に宮城県内で生活を始めた方々も少なくありません。東日本大震災で甚大

な被害を受けた宮城で暮らす私たちは、記憶が薄れつつある震災と復興の

過程を学び直し、身近で起こり得る災害への備えを忘れてはなりません。

　当プロジェクトでは、被災地の新聞社ならではのプログラムを準備させて

いただきました。ぜひ趣旨にご賛同いただき、企業・団体の皆様と一緒に取り

組むことが出来ましたら幸いでございます。

　厚いご支援を賜りますようお願い申し上げます。

これまでの詳しい活動の記録は
こちらからご覧いただけます。
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　震災の記録と教訓を伝承するため、4階の高さまで津波の甚大な被害を受け

た気仙沼向洋高校旧校舎を震災遺構として保存。当時そのままの被災状況を

一般公開しているほか、津波が押し寄せる映像や被災直後の写真など貴重な

展示資料も見学することができます。

気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館

リアス・アーク美術館
　東北･北海道の現代美術とともに、地域の歴史･民俗資料を紹介するミュージ

アム。震災後、2年間にわたって気仙沼市・南三陸町の被害記録調査を行い、

常設展示「東日本大震災の記録と津波の災害史」を新設。津波災害と地域文化

の関わり方を考える場になっています。

企画展開
スケジュール
（予定）

2025年10月上旬　参加者募集スタート
2025年11月 8日　視察ツアー実施
2025年12月中旬　視察ツアー採録紙面掲載

賛同企業様を中心に募集します。

申込み方法及び詳細は後日お知らせします。
参加募集について
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「被災後の住民パワーに触れるツアー」「被災後の住民パワーに触れるツアー」

●復興ミュージカル100通りのありがとうDVD上映
●東松島震災復興伝承館・震災遺構旧野蒜駅ホーム
●あおい西集会場
●大曲地区・ヤマニシ

　被災体験や支援への感謝を伝え継ぐ市民参加型

ミュージカルの上演映像を野蒜地区で鑑賞後、住民

の前向きな力がコミュニティのつながりを支えた防

災集団移転団地あおい地区を訪問。大曲地区では

当事者ではない大学生が被災地で語り部を行う姿に

触れます。地元の被災企業ヤマニシでは津波から

従業員の命を守った経緯をお聞きします。

企画展開
スケジュール
（予定）

2026年1月上旬　参加募集スタート
2026年2月４日（水）予定　視察ツアー実施
2026年3月中旬　ツアー採録紙面掲載

訪問先(予定)

「復興のトップランナー、震災を未来へ
  つなぐ取り組みに触れるツアー」
「復興のトップランナー、震災を未来へ
  つなぐ取り組みに触れるツアー」

●岩沼市玉浦西地区
●相野釜公園 千年希望の丘
●仙台空港の被災・復興状況の視察
●視察終了後、仙台へ戻り賛同社様との交流会を
　予定しております。

　防災集団移転事業の先鞭をつけた「まちびらき」

から10年。その成功例として知られる玉浦西地区を

訪問し、3.11からの歩みと現状を視察します。相野

釜公園 千年希望の丘では、埋もれがちな仙台平野

の被災と希望を未来につなぐ語り部の話に耳を傾け

ます。民営化から10年を経た仙台空港では、復興を

後押しした取り組みを学びます。

企画展開
スケジュール
（予定）

2025年11月上旬　参加募集スタート
2025年12月３日（水）予定　視察ツアー実施
2026年1月中旬　  ツアー採録紙面掲載

訪問先(予定)
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賛同企業・一般参加プログラム
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2 賛同企業・一般参加プログラム3

　通勤・通学者を含む仙台市の昼間人口は115万人に

達します。都市部は生活利便性が高い反面、人口が密

集するがゆえ、巨大地震や内水氾濫の発生時に災害リ

スクが高まる傾向にあります。物流とインフラが広範囲で

途絶した東日本大震災では、仙台の都市機能が麻痺。

多くの市民が長期にわたって不自由を強いられました。

　今年度の今できることプロジェクトでは、仙台市危機

管理局減災推進課ご協力のもと、災害リスクへの理解

を深め、大規模な自然災害の発生時に推奨される在宅

避難や帰宅困難とならないための備えなどの自助・共

助を学ぶ実践型ワークショップを新たに実施します。

　国連が定めた災害リスクと損失を削減するための国

際指針「仙台防災枠組」の理念を実践する当ワーク

ショップ。仙台市防災・減災アドバイザーの指導のもと、

日常生活や職場で活かす災害への備えを強化し、皆さま

の防災力向上に寄与することを目指します。賛同企業の

皆さまのご参加を心よりお待ち申し上げております。

仙台市防災・減災アドバイザーと一緒に
備えを学ぶ

仙台市 減災推進課×今できることプロジェクト

（協力／仙台市危機管理局 防災・減災部 減災推進課）

3.11メモリアルネットワーク×今できることプロジェクト

都市型災害に備えるスキルを磨く
防災・減災ワークショップ

●災害VRによる地震・津波・風水害などの疑似体験
●ハザードマップを活用して自宅・職場・通勤経路の
　リスクを可視化
●風水害時の行動を時系列で整理する
　「マイ・タイムライン」の作成
●「在宅避難」に必要な備え
●災害時の二次的な被害の要因となる帰宅困難者に
　ならないための対策　など

河北新報社セミナールーム（各回定員30名程度）

企画展開
スケジュール
（予定）

2025年10月中旬 参加募集スタート
2025年11月中旬の平日 ワークショップ1回目実施
2025年12月中旬 参加募集スタート
2026年1月中旬の平日 ワークショップ2回目実施
2026年2月下旬 ワークショップ採録紙面掲載

被災地視察ツアー

　東日本大震災の経験を根底に据え、教訓の伝

承に関わる個人・団体・拠点施設が地域や世代を

超えてネットワークでつながり、過去に向き合い

未来へ備える意識を全国、世界と共有しながら、「災害で命が失われない社会の実現」「被災者や被災

地域の苦難を軽減し、再生に向かうことのできる社会の実現」を目指して活動している団体です。

被災地視察② 東松島市被災地視察① 岩沼市

仙台市消防局マスコットキャラクター
防災まさむね君
（協力：伊達家伯（かはく）記念會）

実施予定内容

会　場

仙台防災枠組：２０１５年３月に仙台で開催された「第３回国連防災世界

会議」で採択された世界の防災政策に関する２０３０年を見据えた指針。

災害リスクの理解と管理、リスク削減への投資、そしてより良い復興の推進

という4つの優先行動を揚げ、災害に強い社会の構築を目指している。
賛同企業様を中心に募集します。

申込み方法及び詳細は後日お知らせします。

参加募集について

賛同企業様を中心に募集します。

申込み方法及び詳細は後日お知らせします。

参加募集について

（公社）3.11メモリアルネットワークのスタッフがガイドとして同行し、ご案内するツアーを実施します。



［プロジェクトに関するお問い合わせ］今できることプロジェクト事務局／河北新報社営業部 tel 022-211-1318

私たちは東北の復興のために
「今できることプロジェクト」に賛同しています。2025-2026

学び直しと伝承

［プロジェクトに関するお問い合わせ］今できることプロジェクト事務局／河北新報社営業部 tel 022-211-1318

私たちは東北の復興のために
「今できることプロジェクト」に
賛同しています。

2025-2026
学び直しと伝承

基本プランA
❶各回特集紙面に企業名表記
❷毎月１回、朝刊カラー全5段で企業ロゴ掲載（2025年10月～2026年3月）
❸被災地支援活動を取材（素材提供も可）し、朝刊記事体モノクロ３段１/２を１回掲載
　※被災地支援活動以外の原稿を掲載希望の場合、朝刊カラー４段１/４相当またはモノクロ4段1/2を１回掲載
❹特設ｗｅｂサイト内で企業ロゴ掲載およびリンク設置
❺「次世代継承の現場に触れ、津波被災物に学ぶツアー」への参加権利（3名まで）
❻「仙台市減災推進課×今できることプロジェクト 防災・減災ワークショップ」への参加権利（各回3名まで）
❼「3.11メモリアルネットワーク×今できることプロジェクト 被災地視察ツアー」への参加権利（各回3名まで）

300,000円（税別）

1,700,000円（税別）オプションプランB（カラー全5段）
プランAの❶～❼に加え、
❽朝刊カラー全５段（税別定価1,985,000円）の掲載（1回）　掲載期間／ 2025年9月～ 2026年3月
※ご希望の掲載日をお知らせください。（日幅をいただく場合がございます）

3,600,000円（税別）オプションプランC（カラー全15段）
プランAの❶～❼に加え、
❽朝刊カラー全1５段（税別定価4,250,000円）の掲載（1回）　掲載期間／ 2025年9月～ 2026年3月
※ご希望の掲載日をお知らせください。（日幅をいただく場合がございます）

ご賛同料金について お申し込み締切　2025年9月12日(金)
※プロジェクト期間途中からの参加も可能でございますが、ご賛同料金については同額になります。

新聞広告追加プラン

　東日本大震災発生時からの取り組みをまとめておきたい、新たなフェーズとしてどのような

取り組みをしたら良いのか、企業研修として被災地へ訪問を考えたい、など東日本大震災支援

関連でのお困りごとなどございましたらご遠慮なく当プロジェクト事務局にお問い合わせください。
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紙面展開
　プロジェクトにご協力いただく賛同企業様の

ために、ツアーの一般参加者を募る募集告知

（全7段・全5段）や活動内容を伝えるレポート

（全15段）ほか、さまざまな紙面展開をご用意

しています。賛同企業様の社名やロゴの紙面

掲載をはじめ、ディスプレー広告や記事体広

告など、ご要望に合わせてご案内いたします。

※昨年度の紙面です。

プロジェクト掲載紙面
●2025年10月1日から（予定）
●朝刊カラー全15段、全7段、全5段 など

参加者募集紙面

紙面に
賛同企業名
掲出

プロジェクト告知（社名ロゴ連合）

賛同企業フリースペース

●2025年10月～2026年3月まで
●朝刊カラー全5段（タテ169mm×ヨコ381mm）

今できることプロジェクト
オフィシャルホームページ

今できることプロジェクト
Facebook

記事と連動しながら
賛同者と情報共有

ホームページとSNS

河北新報読者だけでなく
広く活動内容を発信

2025-2026 学び直しと伝承

フリースペースサイズ

タテ110mm
×

ヨコ90mm

フリースペースサイズ

タテ134mm
×

ヨコ189mm

東日本大震災が発生した翌年2012年より、震災の伝承や防災啓発、風化の防止を目指して取り組んでいるプロジェクトです。毎年、
河北新報社が読者と賛同企業とともに「何ができるか」を考えアクションしており、真の復興を果たすべく継続して取り組んでまいります。今できることプロジェクトとは・・・

◎後援／宮城県、仙台市、石巻市、松島町、南三陸町、山元町、宮城県市長会、宮城県町村会、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会
 （順不同）

私たち賛同企業も、再生と伝承のために「今できること」をともに考え、
このプロジェクトに賛同し推進していきます。

河北　今できること 検  索
［お問い合わせ］今できることプロジェクト事務局
河北新報社営業部 tel 022-211-1318

企画・制作

営業局（今できることプロジェクト事務局）

仙台・沿岸部で「備え」を学ぶバスツアー
●募集人員／40名様（最少催行人員20名様）
●食事条件／朝0回、昼1回、夕0回
●集合時間・場所／9:15 仙台駅・東口バスプール
●服装／動きやすく暖かい服装、歩きやすい靴(サンダル、ハイヒール不可)
●持ち物／雨具等
●添乗員／仙台駅より全行程同行します
●利用貸切バス会社名／宮城交通

 参加条件
①当プロジェクトの趣旨に賛同し、理解を深めたい方
②当日撮影する写真と映像が、新聞・特設HP・SNSに掲載されることをご了承いただける方
※応募多数の場合は抽選となり、お申込みサイト（たびーと）にて「2025年1月10日(金)～1月17日(金)」の期間で当選発表します。結果ご確
認の上、ご当選された方は期日までにお申込みサイト（たびーと）にて、購入手続きをお願いします。ご入金が確認でき次第、正式に「お申
込み完了」とさせていただき、2025年0月00日(◯)までに「最終旅行案内」をご登録いただいたメールアドレス宛にお送りいたします。

※ご提供いただいた個人情報は、お客さまとの連絡に使用いたします。また、当プロジェクトを主催する河北新報社へ提供いたします。

 参加ご希望の方は
二次元コードからのお申し込み→二次元コードからアクセスいただき、JTBお申し込みサイト（た
びーと）よりお申し込みください。大変恐れ入りますが、本ツアーはお電話でのお申込はお受けして
おりません。何卒、ご理解ご協力の程、宜しくお願い致します。

旅行企画・実施 株式会社JTB仙台支店　観光庁長官登録旅行業第64号 （一社）日本旅行業協会正会員
〒980-0811 仙台市青葉区一番町4-6-1　仙台第一生命タワービルディング2階
TEL 022-263-6712（平日9：30～17：30、12月30～1月3日年末年始休） FAX 022-263-6693
総合旅行業務取扱管理者：陶山貴史　担当者：髙内美紀子

 バスツアー内容に関するお問い合わせ

●行程／
  9:30 仙台駅東口より出発(貸切バス)～～
10:00 みやぎ生協 東日本大震災学習・資料室着、展示・シアター見学・ローリングストックミニ講座…
11:30 昼食(お弁当) ～～13:00 仙台市 南蒲生浄化センター着、3.11対応ビデオ上映・場内見学～～
14:45 キリンビール仙台工場着、被災から製造ライン復活までの講話、試飲～～17:15 仙台駅東口到着解散

※交通記入例／貸切バス ～～　徒歩 …

旅行期日

旅行代金

0月00日（◯）2025年 日帰り

2,000円（税込）1名につき
※未就学児の参加はご遠慮ください

3.11メモリアルネットワークと行く

公益社団法人
3.11メモリアル
ネットワーク

代表理事 武田真一

石巻震災遺構を巡る
　今回は、都市型災害への「備え」を学ぶため、仙台市泉区「みやぎ生協 東日本大震災学習・
資料室」と宮城野区「仙台市 南蒲生浄化センター」を訪問。2.5mの津波で工場設備が被災、
製造停止に追い込まれた「キリンビール仙台工場」にも足を運び、出荷再開までの軌跡をたど

東日本大震災発生当時の写真で伝える展示
「人々のために、地域のために。」

応募締切／2025年0月00日（◯）

I H I／アサヒビール 東北支社／石巻市震災遺構門脇小学校・大川小学校／NTTデータ東北／花王／キリンビール 東北統括本部／ケーズデンキグループ・デンコードー／劇団四季／光輝ビルテクノス／神戸製鋼所東北支店／サッポロビール／サントリー 東北営業本部
JFEスチール仙台製造所／JTB 仙台支店／住友不動産 東北事業所／生命保険協会 宮城県協会／仙台環境開発／DICグラフィックス／伝承千年の宿 佐勘／東亜道路工業東北支社／東伸環境／日本製紙／日本製紙クレシア／日本損害保険協会／日本郵便 東北支社
ネクステージ／野村不動産 仙台支店／東日本油化工業／平松剛法律事務所／藤崎／富士フイルムグラフィックソリューションズ／みちのく企業グループ／三井住友海上／三井不動産／三菱地所グループ／三菱重工機械システム／宮城県建設業協会／宮城県自動車整備振興会
宮城交通／みやぎ生協／明治安田生命 仙台支社／リコージャパン 宮城支社 （順不同）
◎後援／宮城県、仙台市、石巻市、松島町、南三陸町、山元町、宮城県市長会、宮城県町村会、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会

私たち賛同企業も、再生と伝承のために「今できること」をともに考え、このプロジェクトに賛同し、推進していきます。

［お問い合わせ］
今できることプロジェクト事務局（河北新報社営業部）

tel 022-211-1318

企画・制作

営業局（今できることプロジェクト事務局）

これまでの活動内容や新着情報は「今できることプロジェクト」特設HPをご覧ください。 www.kahoku.co.jp/imadeki/ facebookページもあります。河北　今できること 検  索

大人・子ども同額

参加者
募集！

シアターで上映する
「ともに前へ」

津波の威力で壁面が湾
曲した第3ポンプ場

みやぎ生協
東日本大震災学習・資料室

　48店舗中14店舗が大きな被害を受け、職員
と家族が犠牲となったみやぎ生協。生活必需
品の入手が困難となる中、各地の生協組織か
ら人的・物的な支援が寄せられました。地域復
興の願いを込めたスローガン「悲しみを乗り越
えて ともに歩もう」のもと、数量限定の店頭販

売や救援物資輸
送、ボランティア
センターの開設

　10ｍ超の津波が直撃し、完全復旧まで5年以
上の歳月を要した南蒲生浄化センターは、東日
本大震災と同規模の津波にも耐えうる水処理施
設に生まれ変わりました。施設見学でセンター
の役割や機能を学んだ後、被災時の映像資料
や当時の姿を残す第3ポンプ場の湾曲したコン

クリート製の壁面
から、津波被害の
すさまじさを知り

地震の揺れで倒壊した
円筒型貯蔵タンク

　震度6弱の揺れで巨大な貯蔵タンク4基が倒壊
し、津波で設備が使用不能となる甚大な被害を
受けました。清掃・片付け・製造設備の修繕など
懸命な復旧活動を経て6カ月後に操業再開。その
2カ月後、岩手県遠野産ホップを使用したビール
を出荷し、被災した県民に明るいニュースをもた

らしました。当日
は震災後の状況
を聞き、製造ライ

https://www.miyagi.coop/outline/shien/
study_data/

仙台市
南蒲生浄化センター

https://www.city.sendai.jp/keekikaku-shomu/
kurashi/machi/lifeline/gesuido/gesuido/shinsai/
fukkyu_fukkou.html

キリンビール仙台工場

https://www.kirin.co.jp/experience/factory/
sendai/
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レポート紙面

使いやすいものを選ぶことなどを解説。みやぎ生協で
取り扱っている乾燥野菜の活用法やアレンジレシピ、
レトルト製品の消費期限クイズなど、実例を示しながら
わかりやすく語ってもらい、参加者は真剣に耳を傾け
ていました。

　昼食後、次の目的地「仙台市南蒲生浄化センター」
を目指して出発。車中では、発災7日後に空撮した仙
台沿岸地域の被災状況を伝える写真パネルを示しなが
ら、海岸から4㌔の仙台東部道路までの一帯が浸水し
たため、地域住民が盛り土となった東部道路の法面
に避難したエピソードなども紹介しました。
　南蒲生浄化センターでは、所長の大坪昭彦さんら施
設職員が一行を出迎えました。まずは、管理棟の屋上
で、野球場20個分相当の23.48ヘクタールもの広大な
敷地に広がる施設の全景と、この地域の平坦な地形を
確認。大会議室に移動し、仙台市の約7割の下水をきれ
いな水に浄化して海に放流する仕組みや設備、管理状
況について説明してもらいました。震災では10メートル
を超える津波が直撃し、完全復旧まで5年以上の歳月

東日本大震災の爪痕は表向き一部に残るのみで、新たな未来像に向けて開発が進む仙台市沿岸エリア。
このバスツアーでは、暮らしを支えるインフラや企業が歩んだ復興の記憶をたどり、災害への「備え」について理解を深めました。

都市型災害の実情を学ぶため、仙台市泉区「みやぎ生協 東日本大震災学習・資料室」と宮城野区「仙台市 南蒲生浄化センター」を訪問。
製造停止に追い込まれながらも、8カ月後にビールの出荷を果たした「キリンビール仙台工場」も訪ね、事業再開までの軌跡に学びました。

震災で得た教訓や知恵を、次の備えに生かすために。

　この日、泉区八乙女のみやぎ生協本部に隣接する
「みやぎ生協 東日本大震災学習・資料室」を機関運営
部長の蜂谷雅信さんにご案内いただきました。この施
設は、県内48店舗中14店舗が甚大な被害を受けたみ
やぎ生協が、被災直後からの活動を後世に伝えるため
2013年に開設しています。例外なく被災したみやぎ生
協の職員が、それぞれの持ち場で全国の生協組織から
寄せられた手厚い支援を力に、暮らしを支えるライフラ
インとしての職責を懸命に果たした当時を伝える記録
映像や職員の証言など、BCP（事業継続計画）の観点
から貴重な資料が公開されています。
　発災から12日後、共同購入の配送トラックが掲げた
「悲しみを乗り越えてともに歩もう」という県民に向けた
呼びかけは、生活再建にかける全職員の思いを表し、
前を向く行動の指針となりました。

　2階に移動後、災害時を想定した食品の家庭備蓄と
賞味期限が切れる前に食べて買い足すローリングストッ
クの有効性を、生活文化部の山田尚子さんがレクチャー
してくれました。備蓄する食品は、家族の人数や必要
な量を想定して1週間を目安に購入し、普段の調理で

を要したことに言及。その経験を踏まえ、水処理施設全
体のかさ上げや防水対策など、職員や避難して来た人
の命を守る施設改修と処理能力を維持するためのBCP
についても、詳しく教えてもらいました。
　管理棟を出て、津波の痕跡をそのままに残す第3
ポンプ場も外側から見学。3階建て・鉄筋コンクリート
造りの建物の壁が大きく内側に湾曲しているのを目に
した誰もが、思わず息を飲んでいました。

　最後に訪れたのは仙台港に隣接し、サッカー競技場
20個分の32ヘクタールの広さを有する「キリンビール
仙台工場」です。施設エントランスで総務広報担当部
長の谷猪秀和さんらが参加者を歓迎してくれました。
谷猪さんは操業100周年を一昨年迎えた北日本の中核
工場である仙台工場の歩みを紹介。東日本大震災で
は震度6強の揺れで高さ10メートルの貯蔵タンク４基
が倒壊し、津波で製造設備が使用不能となる甚大な被

害を受けました。敷地外へも流出した製品の瓶や缶
1700万本やケースなどを手作業で回収し、泥が入った
設備の分解・洗浄や修繕などの復旧作業は、多くが地
道なマンパワーによるものでした。それが従業員の結束
力を高め、ゼロから工場設備を学び直し、自分たちのも
の作りを見直す機会になったといいます。６カ月後に操
業を再開、11月に岩手県遠野産ホップを使用した製品
を万感の思いで出荷した経緯を語ってくれました。
　工場見学後には製品を試飲し、体感的に楽しく学ぶ
ことができました。

地域の暮らしを守るため
支えを力に奮闘した記録

市民のライフラインを支える責務
強靭で持続可能な防災対策
きょうじん

総力を結集した復旧作業
出荷再開までの道程

震災の被災状況や全国からの支援などを紹介する展示を見学

発災からのみやぎ生協の歩みを紹介する映像資料

津波の威力で壁面が大きくへこんだ第 3ポンプ場

ローリングストックの実践についてレクチャー

施設の役割や機能を詳しく解説する大坪所長

熟成中のビールの温度を触って確認できるコーナー

2011年11月2日震災後の初出荷の説明

　震災時、1歳3カ月の子どもがいていろ
いろと大変な思いをしたので、普段から
災害の備えをしているつもりでしたが、
ローリングストックなどのお話を聞いて、
まだまだ足りないことが多いと気づきま
した。仙台市南蒲生浄化センターの第3
ポンプ場の壁面の見学では、あらためて
津波の恐ろしさを知ることができました。
明日かもしれないし1週間後かもしれな
い、いつ発生するかわからない大災害の
ために、震災の経験や教訓を語り継いで
いくことが大切だと思いました。

一般参加者の声

佐々木 裕美子さん
仙台市太白区

　キリンビール仙台工場が早期に復旧
したニュースを報道などで聞いていたの
で、どのような努力をされたのか知りた
いと思っていました。弊社東北支社でも
震災後、業務を再開するためにかなり苦
労しましたので、このツアーで当時の実
情やどのように行動したのかなどを詳し
く知ることができて、とても勉強になりまし
た。どの訪問先も、地域の人々を支える
使命感を持っていることを知り、その思い
を重ねながら、今後も支援や伝承のため
力を尽くしたいと思っております。

賛同企業の声

柳橋 賢一さん

花王グループ
カスタマーマーケティング
株式会社

I H I ／アサヒビール 東北支社／石巻市震災遺構門脇小学校・大川小学校／ NTTデータ東北／花王／キリンビール 東北統括本部／ケーズデンキグループ・デンコードー／劇団四季
光輝ビルテクノス／神戸製鋼所東北支店／サッポロビール／サントリー 東北営業本部／ JFEスチール仙台製造所／ JTB 仙台支店／住友不動産 東北事業所／生命保険協会 宮城県協会
仙台環境開発／ DICグラフィックス／伝承千年の宿 佐勘／東亜道路工業東北支社／東伸環境／日本製紙／日本製紙クレシア／日本損害保険協会／日本郵便 東北支社／ネクステージ
野村不動産 仙台支店／東日本油化工業／平松剛法律事務所／藤崎／富士フイルムグラフィックソリューションズ／みちのく企業グループ／三井住友海上／三井不動産／三菱地所グループ
三菱重工機械システム／宮城県建設業協会／宮城県自動車整備振興会／宮城交通／みやぎ生協／明治安田生命 仙台支社／リコージャパン 宮城支社 （順不同）
◎後援／宮城県、仙台市、石巻市、松島町、南三陸町、山元町、宮城県市長会、宮城県町村会、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会

私たち賛同企業も、再生と伝承のために「今できること」をともに考え、このプロジェクトに賛同し、推進していきます。

これまでの活動内容や新着情報は「今できることプロジェクト」特設HPをご覧ください。 facebook ページもあります。河北　今できること 検  索w w w.kahoku.co. jp/ imadek i/
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賛同企業・読者参加型プログラム

実施／2025年1月29日　参加者／43人

仙台・沿岸部で「備え」を学ぶ
バスツアー

レポート

［お問い合わせ］
今できることプロジェクト事務局（河北新報社営業部）

tel 022-211-1318

企画・制作

営業局（今できることプロジェクト事務局）

賛同企業
ロゴを月1回
掲出

2025年10月から2026年3月までの期間で、①、②、③のいずれかを選んでいただき掲載します。
①記事体広告（3段1/2モノクロ）
・被災地支援活動の朝刊掲載記事広告
・内容素材・写真提供のうえ制作します（制作費用はかかりません）
・掲載は毎月下旬、複数社を取りまとめて掲載します。ご希望の掲載月を
お知らせ下さい。

②ディスプレー広告（4段1/4カラー）
・朝刊カラー4段 1/4 相当のカット付きフリースペース
・「今できることプロジェクト」のカットを4 段 1/4 原稿内に組み込んで 
いただき、完全データで制作入稿していただきます。
・制作は広告会社を通じてお願いします。別途制作デザイン費用がかかり
ます。

③ディスプレー広告（4段1/2モノクロ）
・フリースペースとして 4 段 1/2 を自由体裁
で制作していただきます。
・制作は②同様に広告会社を通じて完全
データで制作入稿をお願いします。別途制
作デザイン費用がかかります。
・掲載時は、弊社でカット（1段 1/2）をドッキ
ングして、5段1/2相当スペースに掲載とな
ります。

①

③

②


